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真
花
月
香
相
伝
式
法 

無
耳
庵
（杉
田
）克
誠
写 

文
化
九
年
六
月 

一
冊 

写
本 

国
立
国
会
図
書
館
所
蔵 

              

【凡
例
】 

① 

句
読
点
、
「 

」、
送
り
仮
名
等
は
適
宜
追
記
し
ま
し
た
。 

② 

旧
仮
名
使
い
を
新
仮
名
使
い
に
適
宜
改
め
ま
し
た
。 

③ 

黒
字
の
（ 

）は
、
本
文
内
に
小
文
字
で
記
さ
れ
た
注
記
で
す
。 

④ 

青
字
の
（ 

）は
、
筆
者
の
補
足
で
す
。 

⑤ 

赤
字
は
、
判
読
等
に
曖
昧
な
点
が
あ
る
部
分
で
す
。 
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真
花
月
香
相
伝
式
法
書 

    

真
花
月
香
相
伝
式
法 

一 

御
家
流
香
道
弥
（
い
よ
い
よ
）
以
て
稽
古
勝
り
、
木
所
の
修
行
、
予
め
会
得
す
る
に
於
い
て
は 

 

依
って
「真
花
月
香
」を
伝
う
。
花
月
香
は
、
香
組
六
種
に
し
て
、 

陰
陽
六
の
木
所
五
味
を
加
味
し
て
伝
う
式
法
な
り
。
両
香
元
、
「花
方
」 

「
月
方
」
と
立
別
れ
、
焚
き
様
、
香
道
具
飾
付
け
手
続
き
に
至
る
ま
で
、
口
授
多
し
。 

勿
論
「行
」の
式
法
な
り
。
花
月
香
に
「真
」の
字
書
く
事
、
風
早
家
の 

頃
よ
り
起
こ
る
と
見
え
た
り
。 

 

六
木
所
陰
陽
伝
授 

一 
伽
羅 

礼
陽 

 
 

二 

羅
國 

楽
陽 

 

三 

寸
聞
多
羅 

射
陽 
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四 

真
那
蛮 

御
陰 

 

五 

真
那
賀 

書
陰 

 

六 

佐
曽
羅 

数
陰 

外 

赤
栴
檀 

文 

一
包
添
え
て 

右
の
分
、
伝
授
の
節
、
木
品
正
補
を
門
弟
に
あ
た
う
る
な
り
。
尤
も
五
味 

意
兼
ね
備
う
る
木
所
な
れ
ば
、
吟
味
専
要
な
り
。 

花
月
香
札
の
事 

表
札 

袖
振
山 

 

吉
野
山 

 

小
倉
山 

 

春
日
山 

 

三
笠
山 

高
間
山 

 

葛
城
山 

 

暗
部
山 

 

小
塩
山 

 

立
田
山 

同
裏 

花
一 

花
二 

花
三 

月
一 

月
二 

月
三 

以
上
六
枚
な
り 

  

花
月
香
札
、
十
炷
香
札
の
裏
に
「
花
一
」
「
花
二
」
「
花
三
」
「
月
一
」
「
月
二
」
「
月
三
」 

の
印
こ
れ
有
る
な
り
。
此
の
印
を
用
い
て
も
よ
し
。
そ
の
時
は
、
十
炷
香
札
紋
の 

ま
ま
記
録
に
認
む
る
事
も
あ
り
。 

一 

札
筒
は
用
い
ず
、
「折
居
」ば
か
り
な
り
。
折
居
の
拵
え
様
は
、
花
方
折
居
「一
」「二
」「三
」、 

 

月
方
折
居
「
一
」
「
二
」
「
三
」
。
花
方
「
桜
」
の
絵
様
、
月
方
は
「
秋
の
最
中
」
の
絵
様 

 

な
り
。
尤
も
彩
色
結
構
は
好
み
次
第
、
尤
も
絹
地
表
、
各
裏
金
な
り
。
大
概
図
左 

 

の
通
り
な
り
。 

［折
居
の
図
］ 

 

花 
[

図] 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

月 
[

図] 
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一 

香
匙
用
う
る
事
な
し
。
香
元
、
老
人
な
れ
ば
香
匙
用
う
る
事
も
有
り
。
時
宜
に 

 

順
う
べ
し
。
香
筯
に
て
残
ら
ず
済
ま
す
事
式
法
な
り
。 

一 

火
末
入
飾
る
事
無
し
。
木
所
正
敷
故
、
香
終
り
て
元
の
包
へ
「
花
一
」
「
花
二
」  

「花
三
」「月
一
」「
月
二
」「
月
三
」と
本
香
、
試
（香
）と
も
火
末
を
包
み
置
く
べ
し
。 

 

一 

花
月
香
打
敷
、
紅
白
織
交
地
、
繻
子
、
緞
子
の
類
な
り
。
尤
も
縁
、
紅
白 

 

打
ち
糸
二
筋
な
り
。
白
の
表
は
紅
、
紅
の
表
は
白
な
り
。 

［花
月
香
打
敷
の
図
］ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

寸
法
書
に
有
る
通
り
な
り
。
仕
立
て
方 

[

図] 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

口
授
な
ら
で
は
伝
え
が
た
し
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

紅
の
方
表
白
な
り
。
白
の
方
表
紅
な
り
。 

  

一 

香
席
着
順
の
後
、
打
敷
「
紅
」
の
方
、
花
方
香
元
、
同
向
こ
う
「
白
」
の
方
は
月
方 

な
り
。
香
元
の
左
右
に
立
別
れ
聞
く
な
り
。
「
花
方
」
右
、
「
月
方
」
左
な
り
。
倭
に
て
は
、 

 

「陰
中
の
陽
」を
取
り
用
う
る
故
に
「月
」を
左
に
置
く
な
り
。 

 

あ
た
ら
夜
の
霞
行
く
さ
え
お
し
き
か
な
花
と
月
と
の
あ
け
が
た
の
山 

後
京
極
良
経
公
詠
（
秋
篠
月
清
集1046

） 

一 

花
月
香
初
座
に
木
拵
え
有
る
な
り
。
尤
も
飾
り
替
え
こ
れ
有
る
間
、
中
立
有
り
て
料 

 

理
も
出
す
事
な
れ
ど
も
伝
授
の
節
は
時
刻
に
順
い
、
そ
の
沙
汰
な
し
。 

一 
席
中
、
高
貴
人
「花
方
」
上
座
な
り
。
尤
も
香
会
の
節
は
鬮
に
て
座
順
、 

を
定
め
る
事
も
有
る
な
り
。
時
宜
に
任
す
べ
し
。
貴
人
へ
参
ら
す
る
札

筒
・折
居 
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の
儀
は
別
の
盆
に
載
せ
、
執
筆
取
次
ぎ
を
以
て
参
ら
す
る
事
も
あ
り
。
時
宜 

 

に
任
す
べ
し
。 

一 

三
秘
香
の
式
法
は
他
流
宗
匠
た
り
と
も
、
連
入
、
連
座
除
く
な
り
。 

同
流
の
内
た
り
と
も
、
そ
の
伝
受
け
ざ
る
仁
、
秘
香
の
席
へ
交
り
申
す
ま
じ
き
な
り
。 

 

一 

真
花
月
香
、
門
人
相
伝
の
節
は
、
師
弟
と
も
忌
穢
吉
辰
を
撰
び
、
門
弟
へ  

「
花
月
香
免
許
」
の
旨
、
結
状
式
法
な
り
。
尤
も
兼
約
の
上
、
手
紙
に
て
済
ま
す 

 

事
も
有
る
べ
し
。
時
の
模
よ
う
に
順
う
べ
し
。 

な
お
、
御
礼
服
御
着
用
、
則
ち
起
請
文
下
書
き
進
ぜ
候
。
そ
の
節
、
本
書
御

持
参
為
さ
る
べ
く
候 

 一
筆
啓
上
致
し
候
。
然
ら
ば
貴
殿
、
御
家
流
香
道
淺
か
ら
ず
御
執
心
に
依
り
、
此
の
度 

 

 

「真
花
月
香
」相
伝
申
す
べ
く
候
。
依
って
何
月
何
日
拙
亭
へ
御
入
来 

こ
れ
有
る
べ
く
候
。
恐
々
謹
言 

何
月
何
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

居
判  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

一 

起
請
文
下
書
き
左
の
通
り 

 

起
請
文
の
事 

一 

御
家
流
香
道
執
心
に
依
り
、
此
の
度
「真
花
月
木
所
気
味
」の
極
秘
ま
で 

 

御
相
伝
の
上
は
、
此
の
後
、
他
流
の
稽
古
決
し
て
仕
る
ま
じ
き
事 

一 
万
一
死
亡
並
び
無
擩
筋
に
て
修
行
中
絶
の
節
は
、
御
秘
書
、
聞
書
に
至
る
ま
で
、  

そ
の
時
の
先
達
へ
相
納
め
申
す
べ
き
候
事 
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一 

御
流
儀
の
書
籍
本
の
ま
ま
差
し
置
き
、
私
作
意
を
以
て
認
め
替
え
申
す
ま
じ
く 

 

鏤
梓
仕
る
ま
じ
き
候
事 

右
の
條
々
一
事
を
為
す
と
雖
も
違
反
す
る
者
に
於
い
て
は 

日
本
六
十
余
州
大
小
の
神
祇
、
別
し
て
伊
豆
・箱
根
両
所
、 

権
現
天
満
太
政
自
在
天
神
の
神
罰
蒙
る
べ
き
者
な
り
。
因
って
神
文 

件
の
如
し 

年
号
月
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

何
の
誰 

名
乗 

居
判 

何
の
誰 

殿 

 

右
、
本
書
、
大
奉
書
二
つ
折
り
に
認
め
、
上
包
、
美
濃
紙
打
掛
く
な
り
。 

  

［起
請
文
上
包
の
図
］ 

 
 

此
の
如
し 

 
 

起
請
文 

 
[

図] 
 

何
の
誰 

 

一 

真
花
月
香
、
同
流
同
門
の
内
、
相
伝
相
済
み
候
仁
、
兼
ね
て
案
内
申
し
置
き
、 

 

当
日
、
定
刻
出
席
有
る
べ
く
候
。
尤
も
相
手
香
元
、
執
筆
等
、
兼
ね
て
約
談 

 

申
達
す
べ
く
候 

一 

当
日
、
師
家
床
飾
り
、
供
香
、
空
焚
等
の
式
、
必
ず
有
る
べ
く
候 

一 
前
座
、
後
座
「
行
」
の
式
法
、
勘
弁
を
以
て
作
舞
こ
れ
有
る
べ
き
儀
は
勿
論
、
麁
略
の
儀 

 
あ
る
ま
じ
く
候
事 

一 

床
脇
に
棚
飾
り
あ
る
べ
し
。
尤
も
前
座
、
木
拵
え
の
飾
り
大
概
図
の
通
り 
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［志
野
棚
飾
り
の
図
］ 

敷
紙
の
内
に
香
割
盤
、
仮
包
を
入
れ
置
く
な
り
。 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

染
墨
入 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

香
盆 

惣
包 

 
 

 
 

紙
硯 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

敷
紙 

 

志
野
棚
飾
り
の
図 

 
 

[

図] 
 

十
種
香
箱 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

双
香
炉 

  

右
、
志
野
棚
飾
り
な
り
。
ほ
か
の
棚
な
れ
ば
、
そ
の
飾
り
あ
る
べ
し
。
す
べ
て
「
行
」
の
心
得
な
り
。  

一 

志
野
棚
飾
り
、
上
棚
、
十
種
香
箱
、
袋
に
入
れ
横
に
置
く
。
緒
結
び
、
時
の
結
び
な
り
。 

 

一 

中
棚
、
乱
箱
の
内
に
香
盤
、
墨
染
入
、
敷
紙
の
内
に
仮
包
、
香
割
盤
入
れ
、 

 

「花
月
香
」惣
包
、
図
の
通
り
組
み
込
み
置
く
な
り
。 

一 

袋
棚
の
上
に
香
炉
一
対
か
き
上
げ
灰
に
て
並
べ
置
く
な
り
。 

一 

地
板
の
上
に
記
録
紙
、
硯
箱
置
く
な
り
。 

一 

花
月
香
伝
書
、
床
の
間
、
軸
先
・軸
脇
を
考
え
出
し
置
く
べ
し
。 

一 

当
日
、
刻
限
に
至
り
、
師
弟
と
も
礼
服
着
用
。
香
席
へ
罷
り
通
り
一
礼
こ
れ
有
り
。
「切
熨 

 

斗
」
持
ち
出
し
、
挨
拶
終
え
て
、
師
弟
と
も
祖
師
へ
拝
礼
こ
れ
有
り
。

右
、
相
済
み
供
香
は 
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香
筯
に
て
香
を
揚
げ
、
焚
末
、
包
紙
に
納
む
。
中
立
の
時
に
香
炉
持
入
る 

 

事
も
有
り
。
時
に
順
う
べ
し
。 

一 

中
立
後
の
飾
り
替
え
、
時
の
働
き
あ
る
べ
き
な
り
。 

一 

花
月
香
の
伝
書
、
床
よ
り
下
げ
、
盆
と
も
に
門
人
へ
渡
す
。
一
覧
こ
れ
有
る
べ
き
旨
、 

 

申
渡
し
な
り
。 

一 

起
請
文
請
取
り
、
一
覧
、
挨
拶
。
直
に
床
上
に
置
く
な
り
。 

一 

花
月
香
伝
授
の
一
巻
、
左
の
通
り
な
り
。 

許
可 

御
家
流
香
道
の
志
厚
き
に
依
り
て
「
真
花
月
香
相
伝
」
畢
ん
ぬ
。
実
感
恐
切 

 

  

而
巳
（の
み
）花
月
香
は
、
香
組
六
種
、
陰
陽
六
の
木
所
五
味
を
加
味
し
て
、
今 

 

伝
授
の
木
所
五
味
は
心
中
の
独
り
修
行
に
し
て
口
伝
。
形
に
も
伝
え 

が
た
し
。
「香
道
三
ヶ
の
秘
事
」の
一
な
り
。
香
道
の
一
部
、
五
味
の
修
行 

懈
怠
無
く
会
得
に
及
ば
ば
「連
理
」の
極
秘
に
迫
る
ら
ん
。
依
って
花
月
香 

一
会
始
終
、
両
香
元
の
式
法
、
今
口
授
す
る
者
な
り
。 

口
授
式
法 

一 

六
木
所
陰
陽
五
味
の
事 

一 

花
月
香
札
の
事 

一 
同
折
居
の
事 
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一 

同
打
敷
の
事 

一 

香
席
前
後
左
右
着
順
の
事 

一 

前
後
座
敷
飾
り
の
事 

一 

木
拵
え
式
の
事 

一 

香
組
様
の
事 

一 

両
香
元
手
続
式
法
の
事 

一 

乱
箱
道
具
組
様
の
事 

一 

記
録
認
め
様
、
点
星
式
法
の
事 

一 

鶯
立
て
様
の
事 

   

一 

銀
葉
置
き
様
の
事 

一 

灰
押
し
様
の
事 

右
、
花
月
式
秘
事
為
り
と
雖
も
図
書
の
口
博
等
、
残
ら
ず
今
相
伝
畢
ん
ぬ
。 

 

他
見
及
び
口
授
直
伝
許
す
べ
か
ら
ざ
る
者
な
り
。 

年
号
月
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

何
の
誰 

 名
乗 

朱
印
居
判 

何
の
誰
殿 

真
花
月
香
伝
書 

 
 

 

何
氏
へ  

一
巻 

 
右
、
伝
書
結
構
好
次
第
、
勿
論
、
軸
付
に
て
送
る
事
な
り
。 

上
包
、
美
濃
紙
折
掛
け
、
紅
白
水
引
結
び
、
慰
斗
包
添
え
る
な
り
。 
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一 

高
貴
人
へ
相
伝
の
時
は
、
文
言
、
敬
文
な
る
べ
し
。
白
木
・塗
台
そ
の 

時
宜
に
任
す
ベ
し
。 

右
、
師
弟
応
対
相
済
み
、
招
合
の
連
衆
一
座
へ
招
き
入
れ
、
一
礼
の
上
に
て 

 

着
座
相
済
み
、
相
手
香
元
、
執
筆
と
も
取
り
定
む
べ
し
。
高
貴
人
上
席
と
い
え 

 

ど
も
、
伝
授
の
節
は
当
人
上
席
に
進
み
候
な
り
。
尤
も
時
宜
に
任
す
べ
し
。 

 

一
統
着
座
を
見
て
宗
匠
勝
手
へ
入
り
、
木
拵
え
の
道
具
包
懐
中
し 

出
て
、
木
拵
え
に
取
り
掛
か
る
べ
き
旨
挨
拶
有
る
な
り
。
木
拵
え
の
手
続
、
香
元
習
い
の
処 

委
し
く
記
す
な
り
。
木
拵
え
の
式
法
「真
行
草
」
さ
し
て
替
る
事
な
し
。
さ
れ
ど
も

 
 

道
具
取
合
せ
「行
」の
心
得
あ
る
べ
し
。
初
座
に
は
「花
方
」「月
方
」左
右
両 

 

   

香
元
着
席
、
定
ま
る
法
な
し
。
申
合
せ
、
座
入
り
こ
れ
有
る
べ
し
。
時
宜
に
任
す
べ
し
。  

一 

香
席
後
座
着
座
式
法
図
の
通
り 

［香
席
後
座
着
座
式
法
の
図
］ 

花
方
連
衆
着
座 

△ 

執
筆
役
、
香
炉
取
次
ぎ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

致
す
べ
き
得
心
、
此
の
所
な
り 

月
方
香
元
座 

 

白 
 
 

[

図] 
 

 

紅 
 

花
方
香
元
座 

月
方
香
元
の
左
の
方 

「陰
中
の
陽
」こ
れ
な
り
。 

月
方
連
衆
着
座 



- 11 - 
 

 
 

 

一 

香
棚
飾
り
、
初
座
木
拵
え
の
飾
り
、
前
に
記
す
通
り
な
り
。
後
座
の
飾
り
も
常
の 

 

香
会
の
通
り
な
り
。
棚
に
よ
り
色
々
有
り
。
ま
ず
上
棚
に
「
乱
箱
」
、
中
棚
に
香
盆
に 

 

「打
敷
」載
せ
て
飾
り
置
く
。
ま
た
は
宗
匠
、
勝
手
よ
り
打
敷
は
香
盆
に
載
せ
て 

 

持
出
す
事
も
然
る
べ
く
候
。
袋
の
上
に
「十
種
香
箱
」袋
を
外
し
て
竪
に
置
き
、 

 

地
板
の
上
に
は
「
記
録
紙
」
「
料
紙
」「
硯
箱
」
置
く
。
袋
の
内
に
は
「
代
（
替
）香
炉
」  

「炭
団
箱
」「重
硯
」等
、
入
れ
置
く
事
な
り
。
飾
り
、
大
躰
図
の
通
り
な
り
。
乱
箱
の
内 

 

「札
筒
」
「火
末
入
」
除
く
。
「
香
匙
」
は
不
用
事
な
れ
ど
も
、
時
宜
に
よ
り
て
飾
り
添
え 

 

る
事
も
有
る
べ
し
。  

一 

「
打
敷
盤
」無
し
に
致
す
事
、
「
行
」
の
式
法
に
申
し
伝
う
と
い
え
ど
も
、
平
日
の
香
会
に
も 

 

  

「打
敷
盤
」用
い
る
事
有
る
故
、
時
宜
に
よ
り
盤
に
て
扱
う
べ
し
。 

 

［棚
飾
の
図
］  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

［乱
箱
内
組
込
の
図
］ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

本
香
盤 

 

銀
葉 

 
 

 
 

 
 

 
 

打
敷
盆 

 
 

 

紙
硯 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

陽 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

花
方 

[

図] 

乱
箱 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

[

図] 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

陰 

                                              

月
方 

 
 

 
 

 
 

 
 

十
種
香
箱 

 
 

袋
内
い
ろ
い
ろ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

惣
包 

試
盤
不
用 
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一 

灰
押
し
よ
う
、
花
月
香
箸
目
「九
合
」な
る
べ
し
。
陰
陽
香
炉
箸
目
、 

小
割
り
の
差
別
、
此
の
図
の
如
く
な
り
。 

 

［陰
陽
の
箸
目
の
図
］ 

  

陰
の
箸
、
右
よ
り
押
し
初
む
な
り 

 

陽
の
箸
、
左
よ
り
押
し
初
む
な
り 

 

九
合 

 
[

図] 
 

前 
 

 
 

 
 
 

 
 

九
合 

 
[

図] 
 

前 

 

一 

銀
葉
盤
、
花
月
香
は
十
二
居
に
て
、
外
に
試
ば
ん
（
盤
）
用
い
ず
。
「花
方
」  

「月
方
」銀
葉
置
き
方
、
火
末
上
げ
方
差
別
あ
り
。 

 

銀
葉
置
方
図
の
通
り 

［銀
葉
置
方
の
図
］ 

焚
出
し
の
図 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

満
ち
た
る
処
の
図 

 

試
三 

 

本
香
三 

 
 

 
 

 
 

 
 

試
焚
上
の
図 

 

本
香
同
断 

 

月
方 

 
 

[

図] 
 

 

花
方 

 
 

 

月
方 

 
 

[

図] 
 

 

花
方 

 

本
香
三 

 

試
三 

 
 

 
 

 
 

 
 

本
香
同
断 

 

試
焚
上
の
図 

香
木
、
銀
葉
へ 

置
き
方
常
の
通
り 
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一 

両
香
元
「
鶯
」
真
直
ぐ
に
立
て
、
本
香
包
、
図
の
通
り
指
（
刺
）
す
べ
し
。 

［香
包
鶯
刺
処
の
図
］ 

指
し
様
は
花
方
よ
り
さ
し
、
そ
れ
よ
り 

月
方
と
隔
に
さ
す
な
り 

月
方 

 
 

 
[

図] 
  

花
方 

一 

（香
）組
様
は
、
六
種
に
し
て
木
所
は
初
に
記
す
通
り
な
り
。 

香
六
種 

花
一 

花
二 

花
三 

月
一 

月
二 

月
三 

 

各
二
包
づ
つ
、
内
一
包
宛
試
に
出
す 

 

「真
花
月
香
」六
の
木
所
に
五
味
を
重
ね
て
伝
う
る
事
な
れ
ば 

  

兼
々
相
正
し
、
木
所
小
記
録
に
記
し
、
香
銘
吟
味
し
て
組
む
べ
き 

 

事
な
り
。 

ま
た
、
木
拵
え
大
節
な
り
。 

花
一 

伽
羅 

 
 

 
 

 

花
二 

羅
国 

 
 

 
 

 

花
三 

寸
門
多
羅 

月
一 

真
那
斑
（蛮
）  

月
二 

真
那
伽
（賀
）  

月
三 

佐
曽
羅 

右
の
通
り
組
合
事
な
れ
ど
も 

五
味
の
吟
味
に
よ
って
木
所
、
前
後 

左
略
、
時
に
応
ず
べ
し
。 

一 

記
録
認
様
、
先
ず
記
録
紙
「
鳥
の
子
紙
」
四
方
一
分
、
縁
紅
式
法
な
り
。
伝
授
の
節
、 

 

門
弟
へ
火
末
、
記
録
と
も
渡
す
べ
き
な
り
。
両
人
義
同
時
に
伝
授
の
時
は
、
銘
々
へ
記
録 

 
認
め
遣
わ
す
事
な
り
。
記
録
、
兼
ね
て
認
め
置
く
も
よ
し
。
ま
た
、
当
日
香
拵
え
の
席
に
て 
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執
筆
認
む
る
事
、
本
式
な
り
。
点
星
の
儀
は
「
花
方
」
に
て
花
の
香
を
「
月
」と
聞
く
は 

 

星
付
く
る
べ
し
。
「月
方
」
に
て
月
の
香
を
花
と
聞
き
た
る
は
星
付
く
る
べ
し
。
「花
方
」「月
方
」 

 

点
星
埋
合
せ
、
勝
負
あ
る
事
な
り
。
花
の
香
、
月
の
香
「
一
、
二
、
三
」
と
も
聞
き
違
え
た
る
は
、  

双
方
星
な
し
と
知
る
べ
し
。
「
花
方
」
の
試
、
ま
ず
花
方
へ
先
に
出
し
、
「
月
方
」
試
、
ま
ず
月
方
へ  

先
に
出
す
な
り
。 

一 

記
録
認
め
様
、 

図
の
通
り
。
但
し
、
点
星
と
も
墨
に
て
す
べ
し
。
口
伝 

 

［花
月
香
の
記
］ 

一 

花
方
・月
方
「持
」た
る
時
は
、
月
・花
の
香 

火
末
を
元
の
包
紙
入
れ
、
よ
く
打
ち
交
ぜ
、 

六
包
を
内
一
炷
焼
き
て
、
花
方
・月
方 

勝
負
を
定
む
る
事
も
あ
り
。 

ま
た
、
最
初
よ
り
「花
方
の
勝
ち
」と
定
む
る
法 

も
あ
り
。
高
貴
人
前
に
認
む
る
故
、
「持
の
時 

花
方
」と
定
む
べ
し
。 

［図
］  

 
 

 
 

座
順
は
、
鬮
に
て
も
定
む
る
事
あ
り
。 

伝
授
の
節
は
、
宗
匠
の
左
略
（差
配
）を
以
って
甲
乙
無
く 

連
衆
座
順
定
む
る
事
有
り
。 

一 

初
座
木
拵
え
飾
り
、
前
に
出
す
通
り
な
り
。 

手
続
の
儀
、
常
香
会
式
に
替
る
事
な
け
れ 

ど
も
少
々
の
相
違
は
考
う
べ
し
。
香
元 

の
手
続
は
文
略
す
な
り
。
此
処
に
て
「懐
石
」の 

有
無
済
み
て
「中
立
」あ
る
べ
し
。 

一 

香
会
中
酒
も
禁
な
り
。 



- 15 - 
 

 

後
座
両
香
元
手
続
習
之
事 

一 

後
座
床
飾
り
、
棚
飾
り
相
済
み
、
案
内
次
第
各
席
へ
入
り
着
座
以
前
、
床
並
び
棚
飾
り
等 

拝
見
し
て
、
座
順
定
ま
り
候
通
り
連
衆
残
ら
ず
着
座
す
。
「
花
方
」
香
元
、
勝
手
口
よ
り 

香
盆
に
打
敷
を
載
せ
持
出
す
。
香
元
座
に
敷
き
て
、
香
盆
は
「花
方
」の
右
に
置
き
、 

乱
箱
を
取
り
お
ろ
し
、
香
元
右
の
方
に
置
く
。
硯
箱
取
り
て
執
筆
に
渡
し
、
末
よ
り 

座
に
着
き
、
「
月
」の
香
元
へ
挨
拶
し
て
、
乱
箱
の
方
に
角
掛
け
て
居
（す
わ
）
る
。
乱
箱
よ
り 

道
具
、
打
敷
の
上
へ
飾
付
く
る
な
り
。
但
し
、
連
衆
座
入
前
よ
り
香
元
座
に
毛
氈
を 

敷
き
付
け
置
く
事
有
り
。
こ
れ
座
順
紛
ら
わ
さ
ぬ
た
め
な
り
。 

一 

銀
葉
盤
、
取
り
て
打
敷
の
真
中
に
置
く
べ
し
。 

   

二 

札
箱
、
盆
と
も
に
取
り
、
右
の
方
向
こ
う
図
の
処
に
置
く
な
り
。 

三 

香
炉
、
先
ず
陽
の
炉
、
次
に
陰
の
炉
、
図
の
通
り
に
置
く
な
り
。 

四 

香
惣
包
を
取
り
開
き
、
「花
方
」
試
、
「月
方
」
試
、
図
の
如
く
並
べ
、
本
香
も 

定
座
に
並
ら
べ
、
惣
包
は
、
乱
箱
へ
入
れ
乱
箱
少
し
跡
へ
引
き
下
る
な
り
。 

 

五 

折
居
を
取
り
て
、
花
方
「一
」「二
」「三
」我
が
前
、
図
の
通
り
に
置
き
、 

月
方
は
、
向
こ
う
へ
図
の
通
り
置
く
。 

六 

銀
葉
入
、
図
の
通
り
置
く
な
り
。 

七 

香
筋
立
取
り
て
、
図
の
通
り
に
置
べ
し
。 
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［両
香
元
打
敷
据
付
の
図
］ 

月
方
折
居 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

花
方
折
居 

鶯 

香
筯 

銀
鋏 

盆
に
載
せ
て 

[

香
筯
建] 

 
 

一
よ
り
三
ま
で 

花
方 

月
方
本
香 

 

札
盆 

 
 

 

銀 

花
試 

初
め
此
の
所 

 

花
試 

後
此
の
所 

月
方
香
元 

 
 

 
 

 

陰 
 

 
[

香
盤] 

 
 

陽 
 

 
 

 
 

花
方
香
元 

月
試 

同
花 

 

月
試 

同
花 

陽 
 

初
め
此
の
所
に
並
べ
置
く 

一
よ
り
三
ま
で
月
方 

 
 

花
方
本
香 

陰 
 

後
に
も
入
替
え
て
此
の
所
に
置
く 

花
同 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

鶯 

 

右
、
飾
付
け
終
り
て
、
香
巾
を
取
捌
き
、
火
箸
、
灰
押
、
羽
箒
と
拭
き
香
盆
の
上 

 

に
並
べ
置
く
。
此
の
時
「
月
方
」
香
元
、
執
筆
の
内
、
勝
手
へ
入
り
、
火
取
香
炉
、
盆
と
も 

 

持
出
す
を
「花
方
」香
元
請
取
り
、
香
炉
の
火
を
取
替
え
、
灰
を
押
し
て
「月
方
」  

香
元
へ
火
加
減
を
乞
う
。
そ
の
上
に
て
箸
目
九
合
に
拵
え
、
連
衆
「
箸
目
所 

 

望
」あ
ら
ば
、
そ
の
内
に
「
二
の
炉
」
の
灰
箸
目
す
る
な
り
。
そ
れ
よ
り
火
道
具
習
い
し
通
り
に

 
 

改
め
、
「銀
鋏
」「
香
筯
」「鶯
」と
取
替
え
、
こ
れ
も
改
め
て
盆
の
上
に
並
べ
置
く
。
両
香
炉
の 

 

返
る
を
請
取
り
て
前
に
置
き
、
さ
て
札
盆
を
取
り
上
客
へ
出
す
。
客
、
請
取
り
、
次
客 

 

へ
一
礼
し
て
札
を
取
る
。
順
々
客
此
の
通
り
な
り
。
末
客
よ
り
香
元
へ
札
盆
返
る
時
、
直
に 

 
乱
箱
に
納
む
。
そ
れ
よ
り
「銀
葉
」
を
「
銀
盤
」
へ
法
の
通
り
並
べ
、
一
片
香
炉
に
置
き 
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火
加
減
を
見
て
「
御
香
焚
出
し
候
」と
挨
拶
し
て
焚
か
か
る
。
連
衆
残
ら
ず 

 

頓
首
す
。
さ
て
、
試
「花
一
」「
花
二
」「花
三
」焚
出
す
。
「花
方
」試
終
り
て
、
香
炉
を 

 

図
の
処
に
置
き
、
火
道
具
の
香
盆
を
取
り
、
左
に
据
え
て
、
右
に
て
向
こ
う
前
と 

 

廻
し
、
「月
方
」香
元
へ
渡
す
。
「花
方
」香
元
退
く
。
「月
方
」香
元 

請
取
り
、
右
の
脇
、
図
の
処
に
置
く
。
香
炉
を
前
に
直
し
、
連
衆
ヘ
一
礼
、
各 

 

頓
首
す
。
そ
れ
よ
り
月
の
試
、
月
方
よ
り
廻
す
。
逆
に
出
す
こ
と
な
り
。
「
月
方
」
試
終
り
、 

 

香
炉
を
元
の
処
に
置
き
、
火
道
具
、
香
盆
を
取
上
げ
、
「花
方
」香
元
へ
渡
し
て 

 

退
く
。
「花
方
」
香
元
進
み
出
で
、
請
取
り
、
右
の
方
、
元
の
処
へ
置
き
香
炉
を 

 

前
に
直
し
、
「
本
香
焚
出
し
候
。
御
安
座
成
ら
せ
候
へ
。
」と
挨
拶
す
。
そ
れ
よ
り
本 

 

    

香
焚
き
出
す
。
「鶯
」
を
取
り
て
図
の
処
へ
竪
に
指
す
な
り
。
そ
れ
よ
り
「
一
」
の
折
居
出
す
。 

 

三
包
焚
終
り
て
、
折
居
、
図
の
処
ヘ
「
一
」「
二
」
「三
」
と
置
く
な
り
。
ま
た
火
道
具
、
香
盆
を 

 

取
り
揚
げ
、
「
月
方
」
香
元
へ
渡
す
事
、
初
の
ご
と
し
。
「
花
方
」
香
元
退

く
。 

「月
方
」香
元
、
本
香
三
包
焚
終
り
て
一
礼
、
各
頓
首
す
。
「札
箱
」を 

連
衆
へ
廻
す
。
札
箱
、
各
載
せ
返
す
。
さ
て
、
「月
方
」香
元
、
札
を
並
べ
、
執
筆
、  

記
録
を
写
し
「
花
方
」
香
元
、
「
鶯
」
を
打
返
し
本
香
を
開
き
、
吟
じ
、
点
星
、  

座
中
の
宗
匠
た
る
人
に
乞
う
事
な
り
。
ま
た
、
執
筆
に
指
図
も
有
る
べ
し
。  

そ
れ
よ
り
「
乱
箱
」
少
し
引
出
し
て
、
道
具
残
ら
ず
組
入
れ
、
「
月
方
」
香
元
へ
挨 

 

拶
有
り
て
、
元
の
棚
へ
「
乱
箱
」
上
げ
、
「
硯
箱
」も
同
様
、
打
敷
は
道
具
置
の 
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香
盆
に
据
え
、
勝
手
へ
持
入
る
と
も
、
ま
た
は
盆
と
も
中
棚
へ
揚
げ
置
く
も
よ
ろ
し
。
こ
れ
に
て 

 

式
法
始
終
終
る
な
り
。
さ
て
、
両
香
元
並
ん
で
一
礼
、
各
一
礼
あ
る
な
り
。  

右
、
伝
授
相
済
み
、
師
弟
と
も
拝
礼
有
り
て
、
別
間
に
退
き
「吸
物
」「酒
」等 

 

差
出
し
、
盃
事
あ
る
べ
し
。 

一 

相
伝
の
為
、
報
礼
、
師
匠
へ
身
分
相
応
の
贈
物
こ
れ
有
る
べ
く
候
な
り
。
後
礼
の
為 

 

参
上
の
節
、
相
送
る
べ
き
の
事 

一 

花
月
香
相
済
み
、
順
立
の
書
物
、
秘
書
、
追
って
相
渡
す
べ
き
事 

一 

五
味
伝
の
儀
は
、
試
香
焚
き
出
す
節
、
「
辛
」「
甘
」「苦
」「
酢
」
「鹹
」「是
は
何
々
味
」 

 

と
名
乗
り
て
焚
出
す
べ
し
。
是
に
て
「五
味
」を
伝
う
る
事
な
り
。 

   

一 

「
真
花
月
香
」
相
済
み
、
吹
聴
の
為
、
同
流
同
門
、
花
月
香
伝
相
済
み
候
仁
、
相
招
き
、 

 

真
花
月
香
式
法
、
前
座
、
後
座
、
出
香
、
連
中
そ
の
ほ
か
木
拵
え
の
式
、
常 

 

香
会
に
替
る
事
な
し
と
い
え
ど
も
、
何
れ
に
も
「
行
」
の
式
法
、
諸
飾
り
、
会
席
向 

 

そ
の
得
心
有
り
て
、
麁
略
の
儀
無
き
様
、
連
衆
、
高
貴
人
こ
れ
有
る
と
も
、
師
匠 

 

を
今
日
の
上
客
に
な
し
、
陰
陽
五
味
の
訳
は
常
の
式
に
は
、
そ
の
沙
汰 

時
宜
に
任
す
べ
し
。  

右
、
真
花
月
式
法
、
木
所
五
味
、
秘
中
の
一
な
れ
ば
、
努
々
他
見
他
言
許
す
べ
か
ら
ざ
る 

 

も
の
な
り
。 

月 

日 

何
の
誰 

居
判
朱
印 

何
の
誰 

殿 
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文
化
九
申
年
六
月
吉
祥
日 

無
耳
庵
克
誠 

花
押 

                 

令
和
七
年
一
月 

 

『香
筵
雅
遊
』 

國
井
和
裕 


